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１
　
時
代
に
遅
れ
ぬ
こ
と

２
　
楽
し
く
毎
日
を
暮
ら
す
こ
と

３
　
社
会
の
た
め
に
な
る
こ
と

令
和
４
年
度
事
業
計
画

月

日

曜
日

開
始
時
間

行
　
事
　
内
　
容

場
　
　
　
　
　
所

４

５

火

13
時

第
７
３
３
回
　
定
例
役
員
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

７

木

陽
春
の
旅

出
石
方
面

14

木

９
時
～

令
和
３
年
度
会
計
監
査

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
６
号

５

２

月

和
顔
発
行
１
５
４
号

６

金

13
時

第
７
３
４
回
　
定
例
役
員
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

16

月

13
時

サ
ー
ク
ル
委
員
会
議

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

19

木

13
時
～

第
62
回
　
定
時
総
会

講
演
：
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
金
融
講
座
　

特
殊
詐
欺
⑴

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
体
育
館

６

６

月

13
時

第
７
３
５
回
　
定
例
役
員
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

16

水

10
時

第
２
４
８
回
例
会

講
演
：
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
金
融
講
座

特
殊
詐
欺
⑵

　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
」

兵
庫
県
民
会
館

７

４

月

13
時

第
７
３
６
回
　
定
例
役
員
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

12

火

13
時

サ
ー
ク
ル
委
員
会
議

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

15

金

10
時

第
２
４
９
回
例
会

（
講
演
会
　
姫
路
獨
協
大
学
　
道

谷
卓
副
学
長
＼
教
授
）

テ
ー
マ
：
西
國
街
道
概
説

新
長
田
ビ
ブ
レ
ホ
ー
ル

８

４

木

13
時

第
７
３
７
回
　
定
例
役
員
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

25

木

納
涼
の
旅

京
都
　
美
山
町
方
面

９

２

金

13
時

第
７
３
８
回
　
定
例
役
員
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

13

火

13
時

サ
ー
ク
ル
委
員
会
議

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

22

木

13
時
～

文
化
発
表
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
体
育
館

10

１

土

和
顔
発
行
１
５
５
号

５

水

13
時

第
７
３
９
回
　
定
例
役
員
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

14

金

９
時
～

令
和
４
年
度
上
期
会
計
監
査

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
６
号

19

水

10
時
～

第
59
回
　
敬
老
記
念
会
・
46
回

文
化
祭

新
長
田
ビ
ブ
レ
ホ
ー
ル

11

２

水

13
時

第
７
４
０
回
　
定
例
役
員
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

16

水

13
時

役
員
・
委
員
同
合
会
議

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

25

金

錦
秋
の
旅

北
近
江
方
面

12

５

月

13
時

第
７
４
１
回
　
定
例
役
員
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

１

５

木

和
顔
発
行
１
５
６
号

10

火

13
時

第
７
４
２
回
　
定
例
役
員
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

13

金

13
時

サ
ー
ク
ル
委
員
会
議

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

18

水

13
時
～

新
年
祝
賀
会

新
長
田
ビ
ブ
レ
ホ
ー
ル

26

木

三
社
参
り

東
寺
・
宇
治
世
界
遺
産
め
ぐ
り

２

２

木

13
時

第
７
４
３
回
　
定
例
役
員
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

21

火

10
時

第
２
５
０
回
例
会

（
講
演
会
　
吉
永
講
師
）

テ
ー
マ
：
日
本
人
の
ル
ー
ツ
と
縄
文
文
化

兵
庫
県
民
会
館

３

３

金

13
時

第
７
４
４
回
　
定
例
役
員
会

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号

15

水

13
時

サ
ー
ク
ル
委
員
会
議

コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
３
０
１
号
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神
戸
老
眼
大
学
会
の
皆
様
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
ふ
る
い
３
年
目
に
入

り
、
兵
庫
県
も
『
緊
急
事
態
宣

言
』
や
『
蔓
延
防
止
等
重
点
措

置
』
が
何
度
と
無
く
適
用
さ
れ

ま
し
た
が
、
全
国
的
に
見
て
も

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
効
果
が
無
く

思
わ
れ
、
３
年
前
の
ク
ル
ー
ズ

船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン

セ
ス
号
の
集
団
感
染
や
著
名
人

の
感
染
な
ど
、
恐
怖
と
緊
張
に

苛
ま
れ
、
今
後
ど
う
な
る
か
全

て
の
人
が
困
惑
状
態
に
陥
り
、

初
め
の
う
ち
は
３
密
の
防
止
や

注
意
事
項
に
か
な
り
積
極
的
に

実
行
し
て
感
染
者
数
も
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態

宣
言
や
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置

を
重
ね
る
ご
と
に
感
染
者
数
は

高
止
ま
り
し
て
、
本
年
は
各
地

で
は
過
去
最
高
の
感
染
者
を
出

し
て
お
り
、
高
齢
者
の
３
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
た

た
め
最
近
は
10
代
20
代
の
若
者

か
増
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に

変
異
ウ
イ
ル
ス
が
次
か
ら
次
へ

変
異
し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ｂ

Ａ
・
２
や
Ｘ
Ｅ
な
ど
ま
だ
ま
だ

続
き
そ
う
で
す
。

　
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

済
ま
せ
た
か
ら
と
言
っ
て
万
全

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
後
と
も

従
来
の
感
染
予
防
対
策
を
し
っ

か
り
守
っ
て
毎
日
を
油
断
無
く

過
ご
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

　老
眼
大
学
会
は
ど
う
な
る
？

　
さ
て
、
わ
が
老
眼
大
学
会
の

現
状
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
発
生
以

前
は
会
員
数
も
増
加
に
転
じ
て

こ
れ
か
ら
と
い
う
矢
先
に
突
如

コ
ロ
ナ
蔓
延
と
な
り
、
母
体
と

な
る
老
眼
大
学
も
１
年
間
休
講

と
な
り
、
新
会
員
の
募
集
も
出

来
ず
、
Ｐ
Ｒ
活
動
も
ま
ま
な
ら

ず
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

今
年
は
何
と
か
４
月
の
後
半
の

講
義
の
前
に
壇
上
で
区
の
世
話

役
の
方
の
紹
介
と
受
講
生
全
員

に
老
眼
大
学
会
の
紹
介
と
サ
ー

ク
ル
の
紹
介
・
大
学
会
の
講
演

実
施
な
ど
案
内
を
し
ま
し
た
と

こ
ろ
か
な
り
の
手
応
え
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
今
後
も
受
講

生
全
員
に
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
や

課
外
の
講
演
な
ど
を
紹
介
し

て
、
今
ま
で
以
上
に
老
眼
大
学

会
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
中

で
は
思
う
よ
う
に
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
。
サ
ー
ク
ル
の
勧
誘
会

や
受
講
生
の
前
で
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
当
分
の
間

コ
ロ
ナ
禍
が
あ
る
程
度
落
ち
着

く
ま
で
は
実
施
で
き
そ
う
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　
各
サ
ー
ク
ル
部
に
お
い
て
も

口
コ
ミ
や
Ｐ
Ｒ
の
チ
ラ
シ
を
配

る
な
ど
サ
ー
ク
ル
部
な
り
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
巡
ら
せ
て
部
員
の

勧
誘
、
ひ
い
て
は
老
眼
大
学
会

の
会
員
増
加
に
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
す
と
座
し
て
自

滅
で
は
な
い
で
す
が
、
３
・
４

年
後
に
は
存
続
の
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

　
本
部
を
は
じ
め
、
各
区
の
役

員
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
サ
ー

ク
ル
部
の
皆
様
そ
し
て
老
眼
大

学
会
全
員
で
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
皆
様
方
の
パ
ワ
ー
を
結
集
し

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

本
部
役
員

会
　
　
長 

髙
松
　
澄
夫

副
会
長
兼 

事
務
局
長 

栗
山
　
政
一

企
画
部
長 

平
石
恵
和

広
報
部
長 

近
藤
加
代
子

経
理
部
長 

江
口
　
　
隆

婦
人
部
長
兼 

事
務
局
次
長 

廣
本
　
繁
子

監
　
　
事 

佃
　
春
雄

婦
人
部
員 

赤
田
　
征
子

　 

〃 

　 

森
田
　
ち
か

　 

〃 

　 

榊
　
　
榮
子

　 

〃 

　 

中
川
　
秀
子

各
区
理
事 

東
灘
区
代
表
理
事 

安
東
　
光
夫

　 

〃 

　
　
理
事 

武
田
　
正
子

　 

〃 

　
　
理
事 

小
林
　
寿
男

　 

〃 

　
　
理
事 

藍
原
　
正
宜

灘
　
区
代
表
理
事 

伊
藤
　
郁
子

　 

〃 

　
　
理
事 

水
本
　
邦
子

　 

〃 

　
　
理
事 

安
東
　
光
夫

中
央
区
代
表
理
事 

北
畠
　
弘
志

　 
〃 

　
　
理
事 

北
畠
　
晴
子

　 
〃 
　
　
理
事 

近
藤
加
代
子

兵
庫
区
代
表
理
事 

松
井
　
　
朗

　 

〃 

　
　
理
事 
三
澤
　
敏
子

　 

〃 

　
　
理
事 
小
寺
　
喜
郎

北
　
区
代
表
理
事 
細
川
　
芳
幸

　 

〃 

　
　
理
事 

中
條
　
康
友

　 

〃 

　
　
理
事 

山
田
　
健
一

長
田
区
代
表
理
事 

中
利
　
貞
夫

　 

〃 

　
　
理
事 

大
廣
美
千
代

　 

〃 

　
　
理
事 

樋
口
喜
与
次

須
磨
区
代
表
理
事 

佐
々
木
正
夫

　 

〃 

　
　
理
事 

白
石
　
清
美

　 

〃 

　
　
理
事 

廣
本
　
繁
子

垂
水
区
代
表
理
事 

進
藤
　
裕
紀

　 

〃 

　
　
理
事 

米
本
ク
ニ
子

　 

〃 

　
　
理
事 

小
西
　
健
治

西
　
区
代
表
理
事 

水
元
　
瀧
雄

　 

〃 

　
　
理
事 

佃
　
　
春
雄

　 

〃 

　
　
理
事 

三
好
　
長
栄

サ
ー
ク
ル
理
事	

代
表
理
事 

島
田
　
信
一

理
　
　
事 

河
部
　
　
剛

　
〃
　 

小
西
　
章
吾

サ
ー
ク
ル
委
員	

短
歌
部
長 

中
原
三
和
子

　
副
部
長
　 

清
瀬
　
憲
一

　
　
〃
　 

最
上
さ
ち
子

写
真
部
長 

佐
野
　
　
弘

　
副
部
長 

初
瀬
　
勝
美

　
　
〃
　 

初
瀬
た
か
子

歴
史
散
歩
部 

　
部
　
長 

栗
山
　
政
一

　
副
部
長 

佃
　
　
春
雄

　
　
〃
　 

近
藤
加
代
子

　
　
〃
　 

江
口
　
　
隆

　
　
〃
　 

平
石
　
恵
和

　
顧
　
問 

髙
松
　
澄
夫

　
委
　
員 

廣
本
　
繁
子

絵
画
部
長 

島
田
　
信
一

謡
曲
部
長 

入
道
　
佳
則

　
副
部
長 

籾
谷
　
進
一

詩
吟
部
長 

水
戸
　
啓
隼

　
副
部
長 

河
部
　
　
剛

コ
ー
ラ
ス
部 

　
部
　
長 

大
廣
美
千
代

　
副
部
長 

武
田
　
正
子

　
　
〃
　 

上
河
内
海
子

唄
う
民
謡
部 

　
部
　
長 

宋
　
　
春
子

　
副
部
長 

秋
元
　
楊
子

　
　
〃
　 

三
浦
　
知
子

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部 

　
部
　
長 

藤
本
　
　
勲

　
副
部
長 

飯
塚
　
明
子

　
　
〃
　 

池
端
　
和
子

社
交
ダ
ン
ス
部 

　
部
　
長 

冨
山
　
　
章

　
副
部
長 

藤
田
　
郁
夫

大
正
琴
部 

　
部
　
長 

藤
竹
　
一
夫

　
副
部
長 

水
本
　
邦
子

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
部 

　
部
　
長 

藤
井
　
和
子

　
副
部
長 

井
上
冨
喜
子

　
　
〃
　 

立
田
富
美
子

能
楽
仕
舞
部 

　
部
　
長 

籾
谷
　
進
一

　
副
部
長 

坂
東
美
智
子

囲
碁
部
長 

中
川
　
進

　
副
部
長 

末
澤
　
弘
二

南
京
玉
す
だ
れ
部 

　
部
　
長 

三
木
　
　
稔

　
副
部
長 

仁
科
　
利
章

将
棋
部
長 

小
西
　
省
吾

　
副
部
長 

鈴
木
　
晴
行

　
　
〃
　 

田
村
　
　
勲

　
　
〃
　 

薮
田
　
啓
子

民
踊
部
長 

石
田
　
直
恵

　
副
部
長 

金
丸
美
枝
子

邦
楽
部
長 

田
中
　
公

　
副
部
長 

地
道
　
典
子

詩
舞
部
長 

宮
川
ア
ツ
子

　
副
部
長 

冨
田
　
玲
子

奇
術
部
長 

杉
野
　
信
喜

　
副
部
長 

石
津
　
久
嗣

　
　
〃
　 

田
村
　
功

離宮公園

コ
ロ
ナ
は
続
く
よ

　
　ど
こ
ま
で
も
…
…

令
和
４
年
度

新
役
員
及
び
委
員

訃
　
報

（
慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
）

令
和
４
年
４
月
末
　
敬
称
略

西
　
区	

相
馬
　
睦
子

	

（
令
３
・
11
）

兵
庫
区	

田
村
　
誓
子

	

（
令
３
・
12
）

中
央
区	

山
口
　
杢
夫

	

（
令
３
・
12
）

「和顔」の原稿募集「和顔」の原稿募集
　下記の通り原稿を募集しますので、多数の方の
投稿をお待ちしております。

　　〈内容〉
　　★老眼大学会に関して（良かったこと、要望等）
　　★サークル活動の現況、想い出等
　　★随筆、紀行文等
　　★詩、短歌、俳句、川柳等

　なお、投稿いただきました原稿については、紙
面の都合上、次回以降の掲載に、また、編集上の
取捨添削についてはご容赦願います。【原稿は返
却いたしません。】

　　〈次回投稿期限〉10/1号　令和４年６月末日まで
 1/1号　令和４年９月末日まで
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（078）351－0001（代）
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Tel/Fax: 078-792-7781
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インパクト プラン
I M P A C T  P L A N

印
刷
の
こ
と
な
ら

和　　　　　顔（ＷＡＧＥＮ） （4）令和４年５月１日第154号 （神戸老眼大学会機関紙）

芝
居
小
屋
は
ね
て
出
待
ち
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
花
束
か
か
え
若
や
ぎ

に
け
り	

清
　
瀬
　
憲
　
一

ミ
ネ
ソ
タ
よ
り
届
き
し
カ
ー
ド
孫
た
ち
の
精
一
杯
の
日
本
語
う
れ

し	

根
　
岸
　
　
　
武

風
凪
ぐ
も
位
置
ず
ら
し
ゆ
く
浮
草
の
池
面
を
照
ら
す
純
き
陽
の
い

ろ	

三
　
木
　
も
ゆ
る

冬
の
陽
を
浴
び
て
輝
く
黄
水
仙
わ
れ
と
の
会
話
を
楽
し
む
如
し

	

杉
　
本
　
敦
　
子

オ
リ
ズ
ル
ラ
ン
小
さ
き
花
芽
の
見
ゆ
る
朝
わ
が
悲
し
み
も
い
つ
か

癒
え
な
む	

松
　
島
　
美
　
子

落
葉
の
庭
に
深
紅
の
椿
花
庭
隅
な
る
に
輝
き
放
つ

	

最
　
上
　
さ
ち
こ

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
お
家う
ち

時
間
と
丁
寧
に
言
葉
か
え
て
も
生く
ら
し活

変
わ
ら

ず	

坂
　
西
　
妙
　
子

吾
が
猫
は
寒
が
り
温
ず
き
め
ざ
と
く
カ
ー
ボ
ン
ス
ト
ー
ブ
付
け
り

や
寄
り
に
く
る	

渡
　
邉
　
昭
　
利

ゆ
き
年
に
思
い
出
ひ
と
つ
た
た
み
お
り
柿か
き
し
ぶ
そ
め

渋
染
の
愛
し
き
帯

	

下
山
田
　
靖
　
子

蝋
梅
の
黄
色
い
花
が
春
を
告
げ
さ
び
し
く
も
咲
く
主
な
き
庭

	

梶
　
原
　
　
　
満

バ
イ
オ
リ
ン
の
奏
で
る
調
べ
に
魅
せ
ら
れ
て
余
韻
を
胸
に
家
路
を

急
ぐ	

甲
　
田
　
節
　
子

ワ
ク
チ
ン
打
ち
こ
わ
ご
わ
参
加
の
バ
ス
ツ
ア
ー
マ
ス
ク
会
食
に
舌

鼓
み
打
つ	

中
　
原
　
三
和
子

　
私
た
ち
短
歌
部
は
毎
月
第
３
月
曜
日
午
後
１
時
よ
り
中
央
区
の

婦
人
会
館
で
歌
会
を
開
催
し
て
短
歌
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　
世
情
不
安
な
世
の
中
で
す
が
、

四
季
折
々
の
自
然
の
営
み
を
愛
で
、

ま
た
心
の
さ
け
び
を
短
歌
に
た
く

し
て
、
講
師
　
中
川
昭
先
生
（
短

歌
結
社
　
海
市
主
催
）
の
指
導
の

も
と
、
皆
　
和
気
合
い
あ
い
仲
良

く
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
一
度
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
：
中
原
三
和
子

電
話
：
０
７
８
―
５
３
１–

６
０
７
４

あ
と
が
き

　
世
界
が
と
ん
で
も
な
い
事

に
な
っ
て
い
る
。

　
早
く
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
が
落
ち
着
く
の
を
願

う
の
み
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
で
自
粛

さ
れ
、
楽
し
み
の
行
事
が
中

止
さ
れ
、
し
か
し
ボ
チ
ボ
チ

通
常
の
各
例
会
等
開
催
さ
れ

る
の
を
待
つ
の
み
で
す
か

ね
。

　
早
く
色
々
と
楽
し
ん
で
行

き
た
い
も
の
で
す
。

歌
　
壇

サ
ー
ク
ル
名

活
動
数

標
準
曜
日
・
時
間

会
費
（
入
会
金
））

活
動
場
所

写
真
部

月
１
回
火
曜
日

13
：
00
～
16
：
00
１
ヶ
月

１
，０
０
０
（
不
　
要
）コ
ミ
ス
タ
３
階

能
楽
仕
舞
部

月
２
回
第
１
、３
木13

：
00
～
17
：
00
１
ヶ
月

２
，０
０
０
（
不
　
要
） 

〃 

３
階

詩
吟
部

月
２
回
第
２
、４
月13

：
30
～
15
：
30
６
ヶ
月

４
，０
０
０
（
１
，０
０
０
） 

〃 

４
階

唄
う
民
謡
部

月
２
回
第
１
、３
火13

：
00
～
15
：
00
１
ヶ
月

２
，５
０
０
（
１
，０
０
０
） 

〃 

４
階

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部

月
４
回
火
曜
日

10
：
00
～
11
：
30
１
ヶ
月

２
，０
０
０
（
１
，０
０
０
） 

〃 

４
階

社
交
ダ
ン
ス
部

月
３
回
水･

木･

金13
：
00
～
15
：
00
３
ヶ
月６，０

０
０
（
１
，０
０
０
） 

〃 

４
階

（
体
育
館
）

大
正
琴
部

月
３
回
火
曜
日

13
：
00
～
17
：
00
２
ヶ
月３．０

０
０
（
不
　
要
） 

〃 

４
階

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
部

月
２
回
第
１
、３ 

金10
：
15
～
11
：
45
３
ヶ
月

４
，５
０
０
（
１
，０
０
０
） 

〃 

４
階

民
踊
部

月
４
回
土
曜
日

13
：
00
～
16
：
00
１
ヶ
月

３
，５
０
０
（
不
　
要
） 

〃 

３
階

奇
術
部

月
２
回
第
１
、３
月13

：
30
～
15
：
30
６
ヶ
月５，０

０
０
（
不
　
要
） 

〃 

３
階

囲
碁
部

月
２
回
第
１
月
、
第
３
水 

13
：
00
～
17
：
00
年

２
，０
０
０
（
不
　
要
） 

〃 

３
階

南
京
玉
す
だ
れ
部

月
２
回
第
１
、３ 

土 13
：
30
～
16
：
00
１
ヶ
月

１
，５
０
０
（
１
，０
０
０
） 

〃 

４
階

将
棋
部

月
２
回
第
１
、４ 

火

 

13
：
00
～
17
：
00
３
ヶ
月 

１
，０
０
０
（
不
　
要
） 

〃 

３
階

絵
画
部

月
２
回
金
曜
日

13
：
00
～
16
：
00
１
ヶ
月

１
，０
０
０
（
不
　
要
） 

〃 

３
階

★
コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ
以
外
で
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル

短
歌
部

月
1
回
第
３
月
曜
日13

：
00
～
15
：
30
１
ヶ
月

１
，０
０
０
（
不
　
要
）神
戸
市
立
婦
人

会
館
内

歴
史
散
歩
部

月
1
回
歴
史
散
歩
月
別
予
定
表
に

よ
る
毎
月
開
催

年
２
，０
０
０
（
不
　
要
）開
催
前
に
ハ
ガ

キ
で
お
知
ら
せ

謡
曲
部

月
２
回
土
曜
日

13
：
00
～
17
：
00
年 １

２
，０
０
０
（
不
　
要
）新
長
田
勤
労
市

民
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ラ
ス
部
　

月
２
回
第
２
，
４
木10

：
00
～
11
：
30

２
ヶ
月３．０

０
０
（
１
，０
０
０
）

別
費 

１
，０
０
０
）

（
年
２
回
） 神

戸
市
男
女

共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
４
Ｆ 

神
戸
文
化
ホ
ー

ル
練
習
場

邦
楽
部

月
２
回
第
１
，
３
月 10

：
00
～
12
：
00

唄
１
ヶ
月

１
，０
０
０
（
不
　
要
）

三
味
線
１
ヶ
月

１
，５
０
０
（
不
　
要
） 大

黒
福
祉セン

タ
ー

詩
舞
部

月
３
回
毎
週 

木
10
：
00
～
12
：
00
１
ヶ
月 ３

，０
０
０
（
不
　
要
）名
倉
福
祉セン

タ
ー

（
注
）
グ
ル
ー
プ
の
都
合
に
よ
り
、
学
習
日
時
、
会
費
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
注
）
各
サ
ー
ク
ル
へ
の
加
入
に
は
、
上
記
サ
ー
ク
ル
の
会
費
の
ほ
か
に
、
下
記
の
神
戸
老
眼
大
学
会
入
会
費
が
必
要
で
す
。

　
〇
神
戸
老
眼
大
学
会
入
会
費
（
年
会
費
・
通
信
費
込
） 

４
月
～
９
月
の
入
会 

３
，５
０
０
円

 

10
月
～
３
月
の
入
会 

２
，３
０
０
円
　

サ
ー
ク
ル
活
動
状
況
表
重
複
し
て
入
部
Ｏ
Ｋ
で
す

２
０
２
２
／
４
／
１

寄
付
金
拝
受

令
和
４
年
４
月
末
現
在

敬
称
略

能
楽
仕
舞
部
へ

　
２
万
円

北
区
　
勢
志
　
稔

（
令
和
３
年
10
月
）

絵
画
部
へ

　
６
千
円

北
区
　
島
田
信
一

（
令
和
４
年
１
月
）

能
楽
仕
舞
部
へ

　
３
万
円

北
区
　
勢
志
　
稔

（
令
和
４
年
１
月
）




